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4 
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697 

789 

996 

822 

410, 547, 602, 954 

1132 

698 

823 

82・2 

111-4 

982 

825 

・326 

カリウム欠乏症

川北博明

肝機能

肝硬変症

肝腫疹

肝腸吻合

ff;動脈

肝肺痩孔

ガングリオン

冠状血行

関節機能

関節結核

問脳

603, 605, 697 

1132 

210 

827 

1118 

500, 822, 825 

349, 575 

547 

558, 585, 802, 1120 

602, 825, 1104 

1083 

武

宏

守

彦

誠

1107 

830 

190, 831 

571 

477, '6(j証

-350 

113・2 

827 

1021 

797 

1021 

210, 211, 212, '349, 351, 500, 503, 606, 

828,829 

827 

1021 

195 

825 

1131 

も，一、
ー’

キ

気管内注入療法

気管支拡張症

気管支給石

気管支君主

偽関節

気胸

義政歩行

岸本秀雄

キシロカイン

北 段

北統
北村清吾

木村邦夫

木村静男

木村忠司

827 

1131 

823 

579, 774, 804 

180 

211, 826 

352, 829 

352, 553, 822, 825 

210 

477, 822 

1132 

604 

343 

501, 828, 829 

547 

212 

464 

"'. 

。iγ、

裕

84 

1111 

205 

603 

477 

1123 

木村昇

求心性神経支配（血管）

胸囲結核症

距骨
拒食
胸椎カリエス

ギールケ民病

579 

804 

588 

力も：，

裂

A

卵

附

肘

T

勝

m
虫

弛

反

白
ー岨

州

十外

210 

380 

464, 812 

830 

832 

キルシュナー鋼線固定

筋

筋萎縮

筋腫

筋弛緩剤l

500 

352, 822, 825 

604, 605, 830, 831 

885 

623 

緒’方

！尾形

l岡田

、大、上治

岡本悟

都谷進

横隔膜ヘルニア

小川正三

小、川益雄

隠岐和彦

オキシメーター

荻野舜亮

奥田 隆

横行結腸（捻転）

長靖麿

押谷貞亮

尾島昭次

大島 整

小田和夫

太田吾朗

呆谷博

大津章

大塚哲也

小野辰久

小野村敏信

近江遠

大屋史朗

犬保亮

大柳

香川

究鎮
過［高熱

下行（神経）路

笠井実人

徹

郎

199 

822, 828 

493 

1126 

493 土

隆

枝初

笠井裕

滑液膜切除

加藤

蕪木



6 

ク 股関節結i骸 602 

空 洞 830 国賀宏哉 698 

九間外害縫 668, 831, 1083 高血圧犬 143 

熊野道夫 211 甲状腺 822 

クラニオファリンギオーム 831 抗生弗I 195, 822 

倉田昌彦 349, 351 拘束反応 1132 

クリッベル・ウェパー氏病 604 夜組織 301 

グロームス腫疹 604 骨移植 350 

クロールプロマジン 926 骨格筋 380 

黒木輝夫 1132 骨関節結核 547, 832, 954 

黒田秀夫 212, 349, 623 骨髄炎 340, .350 

骨脆弱症 1131 
ケ

骨 折 205. 350, 351, 472, 481. 500, 822 
ケーラー氏病 335, 1131 

骨脱灰法 379 
座 骨 210, 487 

骨端線損傷 487 

主主 望陸 241, 351 
骨膜炎 827 

結核（骨，関節） 410, 547, 832 
後藤鈴 493 

一一（腎〕 211 
ゴナドトロピン 823 

一一（乳腺） 210 
夜 膜 246 

一ー （肺） 605 
硬膜下血腫 501 

一一 （腹壁） 502 
小山 明 307 

結核腫 108, 501, 1120 
近藤 茂 830 

血管（求心性神経支配） 84 

血管腫 562 サ

血管知覚 824 線性癌 318 

血管内皮腫 326 再脱臼 177 

血 胸 792 隣腸管療 352 

血髄閥 241 桜田允也 781 

血清蛋白 887 鎖骨下静脈 827 

結石（胃）ー 1118 坐骨神経痛 1131 

一一（気管支） 571 笹井義男 822, 825 

一一（腎） 211 佐々木和昭 856 

一一（尿管） 810 佐々木貞明 211 

血栓性静脈炎 827 佐々木武也 595, 804 

結腸軸捻転症 602 佐々木正和 350, 483 

結腸肉芽腫 588 佐々回 武 1021 

血友病 500 佐藤正泰 789 

臆移植術 831 皇村紀作 828 
肩牌骨（骨折） 481 佐野耕三 784 

コ 佐野 信 雄 774 

小亀清孝 210, 35~. 502 
沢田 晃 812 

小河一夫 827 沢田俊資 1021 

皐丸腫疹 "352, 591 
沢田蘇応三 143, 774 

交感神経節切除 827 
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856 

448 

210, 211, 349, 350, 351, 352, 591, 602, 

603, 606,822,831, 1132 

6開， 822

1021 

697 

828 

668 

856 

856 

668 

823 

1131 

ス

男

刻

萱

雄

鈴木博

ストロボ写真

砂時計麗

心室細動

心電図変化

神藤昭

心内ー圧曲線

心内手術

心摺停止

心膜炎

元

雄

全

沢

野

本

勝

末

菅

杉

553, 822 

107 

37, 234 

823 

823, 54, 369 

826 

350 

202 

183, 464, 825 

827 

350 

211 

1132 

826 

553 

825 

ユ／

604 

472, 483 

1131 

698, 810 

832 

464 

210 

177, 602 

448, 1104 

500 

698 

926 

199, 826 

829 

322, 602 

510 

177 

180, 562, 604 

784, 1103 

500, 826 

515 

477, 515, 827 

340 

623 

595 

461 

セ

‘ノ

精系捻転症

生体染色法

整復困難例

脊髄腫疹

脊鑑損傷

脊髄麻痔

脊柱（修復過程）

脊椎カリエス

脊椎車事突起骨髄炎

脊椎骨折

脊椎癒合症

関谷幸

世良英

線維筋腫

線維麗

先股脱

全身麻酔

尖足

栓塞

前頭葉

永

則

臓器移植

臓器血：流

側轡症

鼠径ヘルニア

総腸間膜症

143 

143 

180 

781 

317, 826 

388 

501 

210, 822 

827 

812 

5・1. 343 

143 

789 

352, 829 

831 

623 

21 l, 828 

502 

326, 493, 828 

211, 349 

575 

322, 349, 802 

143 

288 

775 

246 

351 

塩津徳

脂質代謝

自然気胸

膝関節

膝関節授動術

柴垣進

脂肪（経静脈性注入）

脂肪肝

脂肪代謝

島川勝

清水春

尺骨

縦隔洞腫蕩

出血量

十二指腸癌

十二指腸憩室

循環血液量

循環時間

食道裂孔

小腸重積症

シ苛ツク（出血性）

小児麻簿（脳性）

小脳脱髄性疾患

上皮小体

静脈炎

白羽肱右衛門

城谷均

心筋梗塞犬

神経ガングリオン

神経彦腫（脊髄）

神経根症状

神経鞘腫

神経切除

神経切断術

神経線維

神経線維腫

神経末梢

神経麻痔

神経路（下行性）

腎結核

腎出血

腎履場

腎石

政

文

彦



604 

571. 774 

823 

828, 829 

603 

812 

448, 575 

823, 825 

351 

710, 1132 

350,500, 789,826,830.832『1132

T 

塚田 朗

津田9 手lj 信

辻 秀吉主

辻井敏

辻井和一郎

辻田百典

土屋準之

土屋涼

恒 JI！謙

頭部外傷

鶴海寛

吾

？台

199 

493 

307 

813; 825 

501 

301 

502 

823 

410 

タ

臣

椎

秀

入

』馬

8 

’挿

相

894 

84 

591 

1126 

低アルブミン血

鄭逸民

停留皐丸

ディスオストージス・ゲネラリザータ

テタニー

転移性腫疹

605, 792, 825, 827 

698 

351, 828 

1021 

775 

379 

． 

461 

458 

205, 210, 350, -172, 483 

37 

566 

602 

831 

501 

746. 827 

326 

1118 

698 

210 

183, 351, 825 

318, 562 

107 

210 

ト

954 

徳永照

吐血

携骨神経麻痔

戸谷源由

糖尿病性壊痘

戸部隆吉

富岡治彦

動脈栓塞症

動脈内膜炎

動脈癌

鳥居好美

烏潟隆三（補体結合反応）

トリプシン

食食能

正

502 

211, 212 

1111 

448 

885 

603, 1132 

1132 

亘

照

介

三

左

啓

嗣

政

席

調

憲

、

賀

泰

癌

達

中

中

辺

辺

木

嚢

－

66 

585, 602, 810 

510 

349 

1120 

322, 349, 469, 802 

350 

212 

チ

532 

579 

177 

ナ

男

823 

579 

822 

926 

826, 831, 1132 

190,501,502,605,792825,1104 

昭

泰

夫

夫

夫

Na21 

内臓癒着症

内藤

内分泌疾患、

長尾美

長岡正

中嶋重

長瀬正

中村和

317 

831 

317 

352, 831 

352 

知覚神経（泌尿器系）

虫、垂炎

中枢神経系（染色〉

腸管閉鎖症

腸管膜様包菜症

腸重積症

腸穿孔

腸、捻転

聴神経鞘腫

千原卓

蜘網膜炎

直腸癌

直腸筋腫

也

435 

211 

458 

胎生期腎腫疹

大槽底腫蕩

大動脈癌

大網膜淋巴腺腫

高松英雄

高山晴夫

宅間格

竹内敦郎

武昭
武田 惇

田坂博之

脱髄性小脳疾患

脱灰法

脱臼骨折

巽
伊

回

田

田

回

玉

胆

、ソ

頭蓋外軟部腫湯

頭蓋骨

頭蓋底腫湯
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481 

604 

199 

205, 352, 822 

812 

正

博光

義扶

、寿

美

500 

792 

954 

っ’M

弓，
nv

っ，M
A

告

白
d

R

U

7

’
n
v
n
u

巧
4

4

a
宅

F
D
R
u
n
o

810 

502 

602, 604 

824 

826 

1111 

826 

-503. 1132 

825 

122 1021 

822, 825, 826 

5干9

774 夫

正

毒

康

寛

村

村

村

山

脇

中

川

和

中

中

中

永

中

鉛

成

名

774 

東

治

三

哉

愛

経

彦

三

議

11'26 

353, 434 

698 

821 

210 

269, 823, 824 

54 

8!0 

464 

269 

826 

589, 797 

603, 827 

698 
－， 、
," 
' tふ

彦

弘

夫

郎

憲

吾

210 

501, 824 

637, 649 

210, 349, 602 

500 

502 

558 

ヒアルロニダーゼ

日J 笠頼則

東 健一郎

東谷俊、彦

肥！享椎弓

牌出血

皮内反応（ペニシリン）

泌尿器系（知覚神経〉

平井昭二

平野巌

広島正信

広瀬宣夫

広谷速人

病巣廓清術

皮様褒腫

ヒヲンドロオステオディストロフィー

396 

ヒ
p32 

1132 

7_74 

710 

肺損傷

肺ヂストマ症

肺褒胞破裂

肺股疹

肺剥皮術

白血球機能

剥皮術

橋本

橋本賢

橋本氏病

羽田佑’三

馬蹄腎

花島得

花房節

羽根田

馬尾神

原悶直

林敏

半月板損傷

半回

パンピリtン

"' 

ヌ

雄

肉芽麗

肉腫

西l庵、弘

西野正

西村和

西村周

西本通

西谷釜

乳癌

乳腺結核

乳腺麗蕩

字L 陵

尿管結石

尿管吻合

；尿道切開術

Y台司君「目

66 

190. 502 

210, 822 

1021 

710 

824 

122, 828 

637, 649 

825 

6U4, 825, 826 

825 

ノ

’ミ
平

雄

脳外 、傷

脳下垂体

野木村昭

脳室滋流
脳室造影

野島元
ノプロン

826 

210; 350, 483, 604, 784, 830. 831 

545, 827 

183, 825, 828 

1131 

107 

343 

812 

y、

1107 

823 

566 

フ
ブアロー氏四徴症

副腎皮質

副腎皮質癌

604 

566 

605 

605 

831 

肺 。

肺壊症

肺滑平筋腫

肺化膜症

肺癌

肺区域切除

肺結核

肺切除



330 

448 

698 

603, 824, 829 

269 

351 

351, 1132 

487 

210 

464 

562 

887, 894 

1111 

595 

571 

、、、

徳

久

之
雄

BE 

浩

悟

経弘

哲夫

富士哉

基 信

弘

行

三

治

彦

利

則

博

貞

蒸

反

英

英

間嶋正

麻酔

増田克

増田強

マストパチー

松島正

松永守

秘村友

松村

松本

松本

松本

丸井

195 

493 

434 

469 

827 

349 

荘

谷

野

井

原

野

脇

脇

御

水

水

三

三

官

官

官

894 

1038 

510 

335, 1131 

604, 784, 825 

502 

774 

812 

108 

698 

210, 500, 830, 1131 

349. 352, 591 

448 

698 

996 

1104 

195 

10 

腹水

腹水腫蕩

福田哲

福田敏

福田良

腹壁結核

福山謙四郎

藤末雄

藤野道友

藤田昌司

藤田 仁

藤野昭三

藤林喜代治

藤原順

藤森洋

不適合輸血

吻合不全

雄

雄

558 

349, 575, 603, 829 

202, 829 

353, 434 

1131 

’＼  

ペニシリン・アレルギー

ヘルニア

ベルテス民病

便泌

扇平椎

746 

830 

826 

353, 434 

602, 1118 

1132 

ム

朗

雄

助
之

吸

症

治

繁

達

谷

呼

尿

上

川

山

麦

無

無

村

村

村

泉

349, 602 

603 

1103 

804 

オz

246, 510 

830 

307 

1038 

メ

メチレン青

メニスクス損傷

メニンギオーム

免疫作用

107 

606, 825 

825 

698 

579 

822 

369 

603 

1123 

822, 828 

195 

487, 826, 830 

1131. 1132 

797 

モ

吾

夫

太

清

茂

信

内 系

英

和

益

良

日

田

回

国
得

網

森

森

＋

似

点

州

森

森

十

何

349 

349,502.503,606,822 823.824, 

825, 829 

ポイツ氏症候群

勝脱直腸障害

勝E光直腸凄

跨脱破裂

補体結合反応（烏潟）

星野列

細野幸吾

堀尾資郎

堀口俊

ポリープ

ボリポージス

本庄一夫

1132 

1120 

828, 829 

211, 349 

448 

マ

孝

治

邦

埋没電極

牧安

牧野利

膜様包裏症

真先敏
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828 

211. 829 

828 

1131 

483 

825 

825, 826 

－フ

吉武泰男

吉友睦彦

吉見博 夫

吉峯泰夫

腰椎脱臼骨折

腰椎麻酔

米沢

1132 久安

脈

守

門

広

894 

477, 515, 789 

501 

448, 575 

469 

205, 352, 822, 825, 829 

1107 

210 

ヤ

‘・823 巣卵

1038 

340, 350, 481, 602, 822 825 

501 

レ

橋

庭

劉楓

林瑞

淋巴腺結核

202, 553, 822, 825, 954, 1131 

1021 

287, 464 

823 

352 

血

延

正

陽

時

カ
房

雄

敏

栄

二

雄

和

治

進
秀
益
田
忠

寿

夫

徹

矢形

八木田

安富

山内

山県

八牧

山崎

山田

山田

山田

山本

山本
828 

11-32 

481 

887 

ロ

列車事故

レンズ核係筋

肋骨々折

鴻紙電気泳動法

1104 

349 

287 

二L

輸血

幽門狭窄

幽門部

501. 831 

710 

ワ

斌

朝

治

茂

昭

能

三

策

夫
辺

辺

辺

辺

辺
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迅速な効果

穴量投与可能

アドレノクローム新誘導体ACー17は安定なる水溶性
化合体で、広範なる薬理学的、 臨床的研究の結果静脈

内は勿論、皮下、筋肉内lこも投与可能な多角的製剤で

あります。
安全身性止血効果：毛細血管の抵抗性を増し、透過性を減少する

と共に、血管因子に作用し各種の病的出血に対し強力な止血作

用を示す。

女手術時の出血治療：全身性の血管強化並i手止血作用により流血
が予飽きれる汎ゆる手術時の出血肪止に卓効を示す。従って清

澄な手術面が得られると共に手術の進行を容易ならしむめる。

大高度の安全性：本剤は血圧、脈樽及び呼吸には殆んど影響がな

く、さらに血液成分及ひ血液凝固機構にも著しい影響を与えな
いので、安心して大量投与で、きる。

E文献名〕
新止血剤アドナ静注用（AC 17）の使用経蹟 東大（田坂内科）大屋匡人

アドァ静注用 CACー17）による尿路出血の治験 京都大学教授稲田 務

アドナ節注用（AC-171の血管強化作用について熊本大学教授宮尾定f.'l
7ドナ静注斤J(AC-17）にI蝿する二、三の知耳 東邦大学教＃森田久男

E包装〕 2cc(10四g)10管・ 50管

大阪市東区道修町 田辺製薬株式会社 （東京・札幌・福岡） (AD18; 
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画一時~努事
麻酔の導入党醒［ま円滑で，蓄積作用ち少し

後睡眠時聞が短い等，理想的な静麻剤で

グサツト効いてサツト醒める”麻酔が行えま

す．異性体を含みませんので，呼吸抑制は見

られません．
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投稿規定

。本誌は毎年l戸j' 3月， 5月， 7月＇ 9月及び11月

の1日に発行する（年間6冊）．

C本誌、予約［！／~読者の原稿を掲載する．

。予約購読料は年額 1,000円（送料を合む）とし，分売

は1冊zoo円とすィ6.

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原著にl士

欧文表題，欧文抄以，欧文原著：：：（士有l交友l週史り、f!J

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説p 臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告p 研究速報＇ 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編輯室へ到達した日附を受付日とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字をp 叉

数字はすべて算用数字を使用しP 日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際「 i ~ l 、：~.

0数量の単位は下記の例による
例， 111, cm, mm, cc, kg, g, mg，。c,μ, 

?o. pH，等

O原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

。欧文及び欧文抄録はタイプライターで記入され度

L、．

。挿画p 曲線等は必ず白紙又は青線方眼紙に墨で清書

し挿入位置を原稿に記入する事．

IてLヨy 表p 写真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には挿入個所のみ指定する事．

0原稿は完全なものとして御送附願いたい．校正の際

昭和31年 12月25日印刷
昭和 32年 1月 1 日発行

編輯兼発行者

~jJ 届リ 者

印 同リ 所

における加筆補正は御遠慮下さい．

0引用文献はじ；！：にfドト，次の例に準じて記載する．

（氏名） 11;_山）
Beatson, G. T.: On the Treatment of Inoperable 

I （＼［ ~Cf,) I I 
Case of Carcinoma of the :¥Jamrna. L乱ncct,2; 

（頁）（年代）
104, 1896. 

三宅儀：副腎皮質ホ 1モンの測定と臨床. M.~＇ itヘ

~；：. 6; 766，昭26.

0掲載料は原著は7頁，原著以外のものは5頁まで無

料としp 此れを越すものは実費として 1頁1000円と

する．包し此の中には図表写真版等の費用は含まな

い．此等に関してはp 原著は10ケまで実費の半額，

原著以外のものに於ては3ケまで無料とし，此れを

越すものに対しては実費を徴収する．アート紙の使

用P 天然色図版の掲載等に関しでも著者に於て実費

を負担するものとする．

0特に早く掲載を希望し掲載号を指定される方の掲載

料は上記の l割増とする．

l二執明白ご於て別刷希望の方はp 寄稿と同時に希望数

を附言せられたい（無代進呈の分も含めた奇心.10部

までは無代進呈しそれ以上は実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便でF記に送られたい．

京都市左京区聖護院川原町53

京都大学医学部附属病院外科学教室内

日本外科宝函編輯室宛

京都市左京区聖護｜続川原田J

荒 木 千 里

京都市下京区油小路松原上ノレ

松 l崎 秀 雄

京都市下京区油小路伝原上ノレ

松崎印刷株式会社

}j'( !ii¥. ！；’；r.1見’＇j＇部外科学教室

先行所 II本外干：｜雫 l材調lrlj防本
代表者 荒木千日1

（振替口座京都 3691番）
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投稿規定

O本誌は毎年1月， 3月， 5 ;, 7月， 9月及ぴ11月

のl日に発行する（年間6冊）．

0本誌、予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額 1,000円（送料を含む〉 とし，分売

はl冊200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし， 和文原著には
欧文表題，欧文抄録， 欧文原著には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床＇ 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編輯室へ到達した日附を受付目とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字をp 又
数字はすべて算用数字を使用し，日本語イじした外国

語は片かなでかく事．この際 「 lは不要．

0数量の11'-f立は下記の例による

例，川， cm, mm, cc, 1屯， g,mg, °C, μ, 

%, pH，等

O原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文抄録はタイプライターで記入され度

し、．

0挿函，曲線等は必ず白紙又は青線方眼紙に墨で清書

し挿入位置を原稿に記入する事．

O図，表，写真等はすべて別紙に記入，若しく は添附

し本文中には挿入個所のみ指定する事．

昭和32年 2月25日印刷

昭和32年 3 月 1 日発行

続続兼発行者

印 席目 者

!OP 原d 所

0引用文献tt市末に集め，次の例に準じて記載する．

I！巳f:ii （表題）
BC'al出りn,G. T.: On the Treatment of Inoperabl 

C 1/UL'令、lI I(, 
Case of Cai・cinomaof the :¥Iamma. Lance、L,2 ; 
（頁）（年代〕
104, 1896. 

三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新E

ミ’， 6;766，昭26.

0掲載料は原箸は7頁，原著以外のものは5頁まで書

料とし，此れを越すものは実費として 1頁1000円l

する．但し此の中には図表写真版等の費用は含ま1

い．比等に関しては，原著は10ケまで実費の半額，

原著以外のものに於ては3ケまで無料としP 此れi
越すものに対しては実費を徴収する．当分の間， E
文原著は文部省学術雑誌刊行費補助により， 1頁90

円とする．又3アート紙の使用p天然色図版の掲載唱

に関しても，告白に於て’た11:を負担するものとす9

0特に早く掲載を希望し掲載号を指定される方の掲電

料は上記の 1割j曽とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に特に同

言せられたい.10部までは無代進呈し，それ以上i

実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

京都市左京区聖護院川原町53

京都大学医学部附属病院外科学教室内

日本外科宝幽編輯室宛

京都市左京区聖護院川原町

宮ノ古u 木 千 里

京都市下京区池小路松原上ル

松 崎 秀 雄

京都市下京区油小路松原上ル

松崎印制株式会社

京都大学医学部外科学教室

日本外科賓極l編輯室発行所
代表者 荒木千里

（振替口座京都36 9 1：番）
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投稿規定

O本誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月

の1日に発行する（年間6冊I.

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額 1,000円（送料を含む〕とし，分売

はl冊200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原著には

欧文表題，欧文抄録，欧文原著には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床＇ 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編輯室へ到達した日附を受付日とする．

0原稿の用語中，国有名詞はすべて固有の文字を，又

数字はすべて算用数字を使用し，日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際「 lは不要．

0数量の単位は下記の例による
例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg，。C,μ, 

o;, pH，等

O原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文杉棋はタイプライターで記入され度

し、

0挿画，曲線等は必ず白紙又は背線方眼紙に墨で清書

し挿入位置を原稿に記入する事．

0図，表p 写真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には挿入個所のみ指定する事．

昭和32年 4 月25日印刷

昭和32年 5 月 1 日発行

編輯兼発行者

i:p 席。 者

印 昂リ 所

0引用文献は篇末に集め，次の例に準じて記載する．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T.: On the Treatment of Inoperable 

（雑誌名）（巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2 ; 

（頁）（年代）
104, 1896. 

三宅儀：副腎皮質ホルモンのill~定と臨床．最新医

学，6;766，昭26.

0掲載料は原著は7頁，原著以外のものは5頁まで無

料とし，此れを越すものは実費として l頁1000円主

する．巴し此の中には図表写真版等の費用は含まな

い．此等に関しては，原著は10ケまで実費の半額，

原著以外のものに於ては3ケまで無料とし，此れを

越すものに対しては実費を徴収する．当分の間，欧

文原著は文部省学術雑誌、刊行費補助により， l頁900

円とする．叉，アート紙の使用，天然色図版の掲載等

に関してもp著者に於て実費を負担するものとする．

0特に早く掲載を希望し掲載号を指定される方の掲載

料は上記の1割増とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に特に附

言せられたい. 10部までは無代進呈し，それ以上は

実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたし＼

京都市左京区聖護院川原町53

京都大学医学部附属病院外科学教室内

日本外科宝画編輯室宛

京都市左京区聖護院川原町

古ノ,'i; 木 千 里

京都市下京区油小路松原上ル

松 崎 秀 雄

京都市下京区油小路松原上ル

松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

発行所 日本外科賓画編輯室
代 表 者 荒木千里

（振替口座京都36 9 1呑）
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投稿規定 における加筆補正は御遠慮下さい．

O本誌は毎年 1月， 3月P 5月P 7月P 9月及び11月

の1日に発行する（年間6冊）．

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額l,000円（送料を含む）としP 分売

はl冊200円とする．

。原稿の長さはおよそ下記の限度としP 和文原著には

欧文表題，欧文抄録，欧文原著には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報＇ 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編斡室へ到達した日附を受付日とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字を，又

数字はすべて算用数字を使用し3 日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際は「 」不要．

0数量の単位は下記の例による
例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg，。'C,μ, 

%, pH, 雪量：

0原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．
0欧文及び欧文羽鶴はタイプライ ターで記入され度
し、．

0挿画， 曲線等は必ず白紙又は青綴方眼紙に墨で清書

し挿入位置を原稿に記入する事．

0図，表，写真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には挿入個所のみ指定する事．

0原稿は完全なものとして御送附願いたい．校正の際

昭和32年 6月25日印刷

昭和32年 7 月 1 日発行

編輯兼発行者

印 屈U 者

正日 局t 所

0引用文献は篇択に保め，次の例に準じて記紋すら．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T.: On ihe Treatment of Inoperable 

（雑誌名）（巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2; 

L頁）（年代）
104, 1896. 

三宅儀：副緊皮質ホルモンの測定と臨床．最新医

学＇ 6; 766，昭26.

0掲載料は原著は7頁，原著以外のものは5頁まで無

料とし3 此れを越すものは実費として 1頁1000円と

する．但し此の中には図表写真版等の費用は含まな

い．此等に関しては， 原著は10ケまで実費の半額，

原著以外のものに於ては3ケまで無料としP 此れを

越すものに対しては実費を徴収する．アート紙の使

用P 天然色図版の掲載等に関しても著者に於て実費

を負担するものとする．

0特に早く掲載を希望し掲載号を指定される方の掲載

料は上記の I割増とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に希望数

を附言せられたい（無代進呈の分も含めた数）.10部

までは無代進呈しp それ以上は実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下μ白こ送られたい．

京都市左京区聖護院川原町53

京都大学医学部附属病院外科学教室内

目本外科宝函編輯室宛

京都市左京区聖護院川原町

ノ古Eu 木 千 里

京都市下京区油小路松原上ル

松 崎 秀 雄

京都市下京区池小路松原上ル

松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

実行所 日本外科賓画編輯室
代表者 荒木千里

（振替口座京都36 9 1番）
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薗闘3怒ヲ務設f信組園田園田

500cc 3QQCC lOOcc 50cc 

プラスゲシは…””・・高持続，無害，解毒作用を併有ナミ5血液と等張である巨大

コロイド物質P.V.Pの3.59百製剤です．

プラスゲシは............・－重量ではじゅられ仏，英，米，イ夕日ヤ，スイスに於て広〈使

用きれ優れた効果を収めた担割で園内愚初の製剤です．

プラスゲシは“一…－血液型を考慮する必要注〈手軽に行へ急救に間に合います．

【
女
献
贈
墨
】

プラスゲシは叫......…有効獲度の持続は1～2日而もピタミンB12沼紛口tとより増血
君臨官を盛んならしめます．

プラスゲシは••••u••一用法簡便直ちに静脈注射叉は皮下p 筋肉いづれも可能で国j

作用のおそれはありません． ［健保採用］

杏称製薬株式会社
杏抹薬呂株式、会赴

製造元

販売元

！古支
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宵空司哩〈・..ー

強化 麻酔・薬 物冬眠に
クロルブロマジン製剤

ー・． 
.... ・ .. ・ 

1951年 Laborincよる人工冬眠以来， そ

の効中は既に定評がゐ り，全 ド！一県！こ於げ

るすrz-x.は5000の多き に上って照り立す．
〈包装〉 ねli衣lti:Smg, 12.Smg, 25mg, SOmg 
注射 0.5%,1%, 2.5% 注

胸部外科には
孟lj交感神主遮断剤

カクテ川は 毘霊童3

（~顎顎凶蹄）I ・・圃盟M I 

府併のJ手入党内早は円市で．務 n""r作用も少 く，

~＼ ＼＼＼＼： 仰 Ill＼＇.…等子~ i，山川で さ
Hサツ卜完，，いてサツ卜 1＂！＇.＇、〉る” 1-ffM『カ＠千Jえ E正 三；

す 弘I'1'1・1イ、土含j具主せんので，H「｜岐I円！日1リ
ら，It;J. ・Ll'/し

町山

（包装）11.:-¥g SA (/,';jrf!iildJ) Y cl•O ~｛ 

似泊 販売 ／ト f/? 
吉宮製薬株式会社 武田薬品工業株式会 社 fA¥  

大阪市 東区道修町 咽幽勘 弁：j
A-24＇－』－〆 （~どお話.・；.［.：：！：：： ⑥ 



銀行血－BBankの特長

(1）本邦最古最犬、今迄の供給実績

は圏内で90忽、責任・良心・奉仕。

(2）血液型作笑で、毎瓶につきWaR
検査及び無菌倹否済、梅毒感染絶無

(3）職業スぺン夕、ーの如き貧血と乏

蛋白血症はない。
(4) A.B.AB.O (High) 0 (Low) 

何型でも豊富（乙用意されている。

(5）電話で御用命下されば昼夜を問

わず即時配達致します。

G本ブラッド・ノピンクρ

．愚．
GREEN CROSS 

株式会社 日本ブラッド・パンク
本 店 大阪市以東区蒲生町 3丁目 1番 地
ヲミ店一東京、 名古屋、神戸、福岡。出張所一仙台、岡山、長岡、札幌

全国各地に「センターJがあります、御利用下きL、。
B2 



① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

S. ,({. Y. No. 3 3 0 
'. .山

MIDEGT STAND PANTOPHOS SONNE 

超小型 スタン ト． ノ〈ントフ寸て ソンネ

パントフ寸ス3 ゾンネは世界で最小型のスタンド型無影灯です。

焦点距灘lmでP 6,000 LUX （焦点光野＇.？Ocm1, 80cmの場合8.000

LUXと言う高照度ですから， 照度比（1 来の大 1\1.l~ ＇J(; tf と殆ど同じ

です。

S.K. Y.サーモヒルターの装着により，此の強照度でも焦点光野で

は殆ど無熱で，デイライトカラーの柔かい光を照射致します

ダブルボ－ 1~j司節装置より，スムースにどんな角度へでも照射出来

ますから大変便利になって居ります。

脚部はスマートな車El立式三脚で＇ li明治にはゴムp グッ ションが着け
てありますから移動させる場合衝撃を感じませんし大きさも東大型

スタンド位ですから狭い部屋でも邪魔になりません。

全国医科器械店取扱．

78 cm 

~ 

/"" l：：；九
ぷぜぬ~＊

カタログ拝呈

会 1
24 cm 

レイ〆一、, "・ 司馬〆 岨
S. K. Y. No. 3 31 

① 

② 

③ 

③ 

⑤ 

⑤ 

FLOOR STAND 

フロア ス干ンド

P ANTOPHOS NEUE SONNE 

パントフオ ス ニユウ ゾンネ

パントフオス ＝ユーゾンネは最新の設計にな

る，フロアスタンドでp 性能と三：ひ，スタ イル

と云ひP 抜群の逸品で御座います。

此の灯の設も特徴とする点はp 指先で経〈回

， ，，~·； ， tr .':iAJidf！：，そ角， fl:t（京！，昇降できる事でp
;;g前のスムースさで御座います。

ll;.1J1lJ-t，上記ゾンネとf11Jbi~でiからp 大型無影

灯と同じ明るさです。

新昇降アームは有効全長30cmで80°の昇降角を

持って居ますから， 40cm昇降出来る訳です。

脚古［l』i ,1i~rVi な タイプの四脚で固定ベーもとになっ

て居ますがか御希望によってはカス宇一（車）を

装着する事も出来ます。

ゾンネ及ニューゾンネは此の高性能で小型です

から，産婦人科，・f'.照的円p 紅門科， ir.'.','・.Fト，限
H，歯科等に，え大-r十1:1の補助灯にM:iliの新型
灯で御座います。



村事長晴嵐住加納保之防士
~大助教授石川七郎防士共同指導
神奈川療養所赤倉一郎防士

慶大式姉切除器械

同立東京療養所宮本忍得士指議

東療式肺切除手術器械木裕入壱具

ー竺｝事4色きふと
杉山•I君臨商店
照京都文京区 JlS.1~＆1 T §2番i也（車問居前｝

株て

下士会

員明
東療式胸廓成形手術器械

情：~荘力日納保之博士~~導

晴嵐荘式硬膜外麻庫穿刺器
晴嵐荘式手術時血圧測定粧診器
日医大斉藤式吸引補給兼用二重管
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PAT. 29・4496

一型録送呈ー

市河思誠堂
東京宣E文京区本郷1・2TEL(92)0349・2917

本家事t
雷豪語士2・B型戸イ力閉鎖循環式全身麻酔墨

a ，ι－；...<¥J'V c'-
r ..ι ＼Q¥Jνfぜ
io・』

（説明書送呈）

扶桑薬品工業株式曾枇
大阪・東区道修間二丁目50
東京・仙台・名古屋・岡山。福岡
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No. 2 0 2 

謹んで水害御見舞申上げます

5年以内の御買土曜災製品は

無償にて調整致しております。

直接本社迄御送り下さい。

タ
テ
ベ

オ
キ
シ
ゲ
ン

テ
ン
ト

タ
テ
ベ

瓦

斯

麻

酔

器

電話（92)3569.4609.7712 

~~建部貴州堂苓
No. 2 12 

東京都文京区

振替n座東京 68783春 本町2丁目 21 

日可否豆罰百E烹ii：＇：＇.伊~＂＇.f<山本’~·：ti

t -•-> I LI .J帯 7戸~
髄接関：盟主主二・
〆－－神経痛，ロイマチス治療剤として定評のある

アミピロは，タ判事性廃痛や.Hr後の終布｝とも
強力な鎮痛，消炎効果を発現し

連続投与，並に老人えの適用にも

何等不安なく良好な結果を収めた

と多くの臨床報告が寄せられています。

E文献送呈3
IOOT. 500'1、
願望立 25g lOOg 

" 
＠ 

現Iヨ支錠 IOT. 20T. 
注（5CC) 5 A 50A 

【包装】＠ 
ン製剤ピロプロアミノ4参

門 書l';l; [;?<\lC~市，ロイマチス， i1F.間同

空似l:f:C密， TJl在住，腕時，筋痛，殉
山&!]fl吹且1］）毛，布ii経炎，打撲胤他 泌
】 術性；：）毛症n疾患

＠ ＠ 

京都市南区［ILj大路八条下ル＜$＞日：本新薬株式会社

組院主捜輝慢施明抱蝿時L苦渇制措置拍掴副唖世置協調咽~圃冒圃~四四時畠：議盃u司司蝿園E圃



・印刷と製本・

ホ公匝崎医日屑IJ移民主む重量F荒土

京都市下京区油小路通松原上ル

電 話⑤ 47 I 7・47 6 4番
振替京都 I8 7 4 7番
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投稿規定 における加筆補正は認めない．

C本花、l士毎年1月P 3月， 5月， 7月P 9月及び11月

の1日に党行する（年間6冊）．

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約鯵読料は年額l,000円（送料を合む）とし，分売
は1冊zoo円とする．
0原稿の長さはおよそ下記の限度としP 和文原著には

欧文表題p 欧文抄録，欧文I＼；＂（皆には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説p 臨床＇ 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編轄室へ到達した日附を受付目とする．
0原稿の用語中y 固有名詞はすべて固有の文字をp 又

数字はすべて算用数字を使用しP 日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際は「 j；不要．

0数量の単位は下記の例による

例， m,cm, mm, cc, kg，日， mg，。c,''・ 
%, pH，等ピリオド不要

。原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文杉棋はタイプライターで記入され度
し、．

0挿画，曲線等は必ず白紙又は青線方眼紙に墨で清書

し挿入位置を原稿に記入する事．

0図，表，写真専；はすべて別紙に記入，若しくは添附
し本文中には挿入個所のb指定する事．
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献 誌 の 百平

議部喜右衛門先生は昭和32年11月4日を以て満77才喜寿の引tをb迎

えになり奥様と共に愈々御健安てあられますことは嘗って 先生の

膝下にあって教えをいた xいたものにとっては勿論のことであります

が広く日本外科学界にとりましでも喜びこれに過ぐるものは1H~v、ので

あります

学会などて．健Utそのもののような若々しい台姿に接するものには

先生がこの高令にあられるとは考えも及ば友いことてあります

内に峻厳さを蔵した 先生の温容は昔と少しもおもかわりなくさらに

その枯淡さは年と共に増々派くなられて 先生と共に£、話して恥りま

すと名僧知識と共にある感が深いのでーあります

世俗に阿ねらずまた世間に向って何物も求められない静かな自適の

御生活こそは 先生をして今日のf＇？を迎えられた原動力となったもの

と考えてまちがいが無いでありましょう

しかも 先生は終始一貫学界に対しでも鋭い批判を持って Jテ bれ

ただ外柔内剛の御性格の故に広く発表なさるようなことがありません

でしたからその適宜な忠言等を知っているものは少ないのであります

が刻在てもなかなかその鋭鋒にはれ人もかなわないものがあるのであ

ります

先生こそはわれわれの心のAlmamaterでありまして今後とも御健

康に恵まれて後につづくわれわれを御教導くださるよう祈ってやみま

せぬ

昭和 32年文化の日

門下生一同
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プラスゲシは……・・・高持続， 鰍筈，煙車怒作用を併有する血液と等強である巨大

コロイド物質P.V.Pの 3.5%慰頬lです．

プラヌゲシは…一一泊lではじ②られ仏，英，米，イタリャ，スイスに於て広く使

用され優れた甥J果を収めた製剤で国内最初の担額jです．

プラヌゲシは………血機型を考隠する！必婆なく手嵯に行へ急敢に間に合います．

【
支
献
贈
呈
〕

プラスゲンはー…・有効限度の持続は l～2日而も ピタミンB12添加により増血
拠能を椛んならしゅます．

プラスゲンは………用法簡便直ちに筋四時Z主射又は皮下，筋肉いつれも何能で副

作用のおそれはあり ません 〔健保採用〕
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製造

:a~岳会~＋ I:ぺ砂サ
クロルプロマジン（コントミ ン）の持つ強力な交感神経遮

断作用とプロメタジン（ヒベルナ）の持つ副交感神経近断

作用，抗ヒスタ Eン作用及びその他の優れた薬理作用をー
管lこ収め各科領域lζ於ける御使用l乙便ならしめた。

女適応症

内科 悪心， 日区吐，吃逆，夜尿症，頑固な不眠症，
小児科領域 産費堅，鎮痛，シヨノク・脳症状等の重篤な症状

外科領域 麻酔準備，強化麻酔， 人工冬眠，ショックの予防
治療，手術後の高熱症・奏痛.p区吐及び吃逆’

精神科領域
繰病， うつ病，精神分裂症，老人性精神病
精神＃経症，小児神経症，精神病の持続睡眠療訟

〔包装〕 25昭（3cc)lOA, 50A; 50略 (Sec) lOA, 50A 

外 科 ！こ lま

動場管理~－E
二；、説 Z手袋匂＋ ~J活｝＞巳ヌ傘包
コントミンに迷走神経涯断作用の著るしいエチレミン

を配した製剤。こめ為，特~c胸部外科領域Iζ於ける応
用に好適でゐる。

〔包装コ 5::Jmg (Sec) lOA, 50A 

吉富製薬株式会社 販売武田薬品工業株式会社
大阪市東区道修町 CA-2 



銀行血－BBankの特長
(1）本邦最古最大、今迄の供給実績
は圏内で90%、責任・良心－奉仕。
(2）血液型確実で、毎瓶KっきWaR
検査及び無菌検査済、梅毒感染絶無
(3）職業スペン夕、ーの如き貧血と乏
蛋白血症はない。
(4) A.B.AB.O (High) 0 (Low) 
何型でも豊富に用意されている。
(5）電話で御用命下されば昼夜を問
わず即時配達致します。

G本ブラッド・ノぐンクd"

唱担
株式会社 日本ブラッド・パンク
本 18 大 阪市以東区 Iii~ 生 lllJ 3丁目 1番 地
支店一東京、名古屋、利l戸、tul問。山張所一f1l1台、間山、長岡、 札＇I完
全国各地に「センターJがあります、御利用下さし、。

BZ 
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~使用電球lま 24V 25W，スパ、ソタリング球4個

でごさいます。

全凶f'S: l' ↓；~；； i •~l, lf l[-'.J'I~ ， カ苧ログ昇呈

~！l~ f,!~ 灯 草~~ I "J；製 作

山田警療照明株式舎枇
番／

•btn欠点l i1i) !,,\ C. WlllJ~ －1 

TEL.,83) 5673. 9635 
シグ



宮k・
7C 

信？外科手術にM

発新

タノLクjヱイゼ各
：i
i
 

h
 

一一安全て癒着を越さぬ一一

手術的マー袋！円滑剤としてタルク以

外の安全 f.：滑斉I ~ の発見に就ては、

その後極々耐究されてきたが1947

年L<・c.L..J1manによって波粉誘

導体の初斉ljが託おされ、その後種

々改良が加えられた結果、アメリ

カでは現れの｛）へ 90.~｛の！ri]1：：；に於て

はタルクを使用せず此の種の製品

を使用して居ります。

現了巨我同に於ては外科的手術時

ゴム手袋を使用する際滑斉ljとして

タルクを使用して｝；＞｝ りますが、タ

ルクは~主体にイj~t；：な頗膜佐治作用

を有し術后往々にして癒着障害を

起すことがあり、この危険性に就

てはlKに19.1.'3年 Antop> lに依っ

て報告され、その後多くの学者が

之を確認して居ります。

工チヨシ工叉
（本質〕

玉萄黍澱粉に化子学処理を施L

之に2Jb'以内の日本薬局方酸化

マグネシウムを配合したもの

で•· 1'i11 質！士 米国薬局方第15版

Al附けIli;1hl<-Dusting Powder 

の規格に合格するものである。

装〕

2瓦グラシン袋 50個人

〈包

A7
・1会社日本化薬株式

曹冒l!l<-田園厩彊

海上ヒノレ新館

祖国田園・・－ 2 ・量二 一、，，ー－~

東京都千代田区丸の内1～6

’R酒量E~圃圃En・・・圃閉居
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新壊死組織融剤

3抱一世
。枯草菌が生成する蜜自分解酵素である。

O凡ゆる変性蛋白質を消化、溶解する。
O確実な作用と優れた安定性に特王手、がある。
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菌細

｛作用） (I;古都の化膿援死組織の繊維索、表在住凝固物（痴皮〉や凝血を速かに溶解すあなどの化膿
創の清浄作用。

＠膿胸に於ける調籾な粘液IJ雌汁を液化して股内を清浄にする。

その結果H ・H ・①清海な肉芽菌や ②新鮮な肋膜面を露出して、その治療回復を促進する

f適応症〉 一般外斜、皮膚税…切断面、骨髄そ．空洞室協火傷感染を件う挫傷、骨折、血題、庁、療等。
胸腔内領域…結核佐膿胸、混合感染膿淘、手術後或は創傷後の血胸。

〈包装） 1管中 10.000P.U N ラ臥婦液 sec情際的 ｜文献贈呈1
販売長瀬産業株式会社医薬部 製造帝国化学産業株式会社

大阪市西区立売堀南通一丁目七番地

静脈・筋肉・皮下注可能 迅速な効果

大量投与可能

本剤は安定なる水溶性化合体で毛細血

管の抵抗値を増し、透過性を減少する

と共に、血管因子に作用し強力な止血

作用を示す。

本剤は静脈内は勿論、皮下、筋肉内に

も投与可能な多角的製剤で血圧、脈捧

及び呼吸には殆んど影響なく安心して

犬章一投与できる。

E包装J 2cc (lOmg) 10管・ 50管
(AC・2)

匝Il置酉
。内凶4輩出血の予防・治療
肺出血、胃腸出血、限出血・痔出皿、子宮

出血、同7経過多、歯糟出血

〈〉手術前後の出血及び溢血の予防・治療

〈〉アレルギー性疾患の予防・治療

〈〉痩労回復 〈〉凍lir
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内
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デフピーはコリンエステラ｝ぜの作用

を疎止じて、体内にアセチノレコリンの

蓄積を来し、［＼lj交恐怖径の活動を旺盛

にして運動麻野症を治療する

剣
一
剤
掛

匝笠
動府L癒症治療運

（抗

責特長

1－長時間持絞自勺なi!:rli止f戸用を事部五す
る不可逆tl却j果

2-I言後的切J余手術を凌成す る菌lj交感
神正t~tリ市制J史

3田外科f句作le終節切っ全信にも抗コ リグ
エステラーゼi'fljとして効果を9{'.j1JC

適応症脱痘、レイノ一氏病 （特に交感神経切
降、后再発した場合）、 手術后の無力性
鼓腸、マιi笠イレウス、緑内障

包 装 注射彼 CO-1 %) lee lO'b'f 

、陸繕溢燐胡鞠掛4島間白出躍車販商品開ぜ.... -... －~~~·· 

「

A醗~ ~CHIKA WA  SHISEUOO & CO., l TD. 
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